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地
方
本
部
は
毎
年
３
月

30
日
、
「
生
命
（
い
の
ち
）

と
権
利
を
守
る
３
・
30

集

会
」
を
開
催
し
、
人
命
を

大
切
に
す
る
企
業
風
土
、

安
全
安
心
で
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
に
向
け
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
福
知
山
脱
線

事
故
・
羽
越
本
線
事
故
か

ら
10

年
目
、
３
．
30

水
戸

駅
構
内
事
故
か
ら
22

年
目

が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

会
社
で
の
線
路
保
守
デ
ー

タ
改
ざ
ん
・
修
繕
放
置
や

相
次
ぐ
列
車
火
災
で
、
国

交
省
か
ら
監
督
命
令
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
会
社
で
も
、
京
浜
東
北

線
川
崎
駅
構
内
で
回
送
列

車
衝
撃
脱
線
、
常
磐
線
踏

切
無
遮
断
事
故
、
車
両
セ

ン
タ
ー
構
内
脱
線
事
故
な

ど
重
大
事
故
は
後
を
絶
た

ま
せ
ん
。

今
日
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
業
務
委
託
の
深
度
化
が

進
み
、
労
働
条
件
改
善
を

求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
地
方
本
部
は
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
「
死
」

を
無
に
す
る
こ
と
な
く
、

企
業
の
儲
け
を
増
や
し
過

労
死
と
格
差
を
広
げ
る
法

案
を
阻
止
し
、
人
命
尊
重

と
定
年
ま
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

づ
く
り
を
全
体
体
で
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

水

戸

駅

構

内

事

故

か

ら

22

年

職
場
・
地
域
の
活

動
に
自
信
を
持
ち
、

引
き
続
き
、
組
織

拡
大
に
全
力
を
あ

げ
よ
う
！

３．３０集会で工務協議会からの報告と

して、平成５年３月３０日水戸駅構内で自

動給油ポイント融雪器取付作業中、遅延し

て来た「特急ゆうづる３号」に触車し、作

業員３名が死亡し１名が重体という痛まし

い事故が発生しました。東鉄工業に出向中

で軌道工事管理者として現場にいた林弘さ

んも犠牲となり２２年が経過しました。

当時の水戸支社は、「事前の届出以外の

場所で作業が行われたこと。列車見張員が

本来の役目を果たしていなかったこと。」

これが、今回の事故を招いた原因とマスコ

ミは発表しました。私たちは根本原因はもっ

と別なところにあると、「個人の不注意論」

で片付けようとしたＪＲ水戸支社に対し、

事故の原因追求と背景の検証を団体交渉を

通じ迫ってきました。

水戸工務協議会はこれまでも、この事故

を風化させないために「３、３０事故を風

化させず、安全闘争を強化し働くものの生

命と健康、安全・安定輸送の確立に全力を

挙げて奮闘しよう」とスローガンに掲げ、

地方本部と連携し取組み強化を図って来ま

した。ＪＲ会社は３、３０事故を受け「構

内立ち入り届」の提出を作成を実施して来

ましたが、事故は無くならず退避遅延や線

路閉鎖区間に列車が進入する事故も発生し

ています。何故、あり得ない事故が起きる

のか、一人一人が原点に立ち返り「会社の

脆弱点は安全問題」という位置づけを再確

認しなければなりません。

「設備部門におけるメンテナンス体制の再

構築」実施から１３年が経過し、ＪＲ会社

とパートナー会社が一体となり「安全レベ

ルの向上」「技術力のアップ」等を進める

としてきましたが、大量退職時代を迎えて

の技術継承問題など課題は多くありますが、

今後とも安心して働き続けられる職場の作

業環境を確保する為に、「安全なくして労

働なし、抵抗なくして安全なし」の言葉を

かみ締めながら、工務協議会も一丸となっ

て奮闘することを決意します。


